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1. 平成29年9月期第3四半期の連結業績（平成28年10月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年9月期第3四半期 9,518 31.0 304 35.8 1,326 △31.1 713 △35.4

28年9月期第3四半期 7,267 ― 224 ― 1,924 ― 1,104 ―

（注）包括利益 29年9月期第3四半期　　635百万円 （△42.5％） 28年9月期第3四半期　　1,104百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年9月期第3四半期 86.59 78.00

28年9月期第3四半期 150.35 128.49

（注）１．当社は、平成27年10月1日に共同株式移転により設立されたため、28年9月期第3四半期の対前年同四半期増減率は、記載しておりません。

　　　２．当社は、平成27年12月18日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。28年9月期第3四半期については、期首に当該

　　　　　株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。

　　　３．平成28年9月期第3四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期当期純利益金額については、当社株式は平成28年3月18日に

　　　　　東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、新規上場日から前第3四半期連結会計期間末までの平均株価を期中株価とみなして算定して

　　　　　おります。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年9月期第3四半期 13,977 5,886 42.1

28年9月期 11,914 5,242 44.0

（参考）自己資本 29年9月期第3四半期 5,886百万円 28年9月期 5,242百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

29年9月期 ― 0.00 ―

29年9月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年 9月期の連結業績予想（平成28年10月 1日～平成29年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,124 29.8 420 23.4 1,523 △23.8 841 △38.1 101.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年9月期3Q 8,497,560 株 28年9月期 8,168,560 株

② 期末自己株式数 29年9月期3Q 80 株 28年9月期 80 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年9月期3Q 8,242,172 株 28年9月期3Q 7,343,071 株

（注） 当社は、平成27年12月18日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。28年9月期3Qの期中平均株式数については、

　　　期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を算出しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

　　基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報

　　（３）連結業績予想などの将来的予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策を背景に企業収益や設備投

資に改善傾向がみられたほか、雇用環境改善を反映して消費に持ち直しの兆しが出るなど、緩やかながら回復基調

で推移しました。 

 このような環境の中、子育て支援事業を取り巻く状況は、女性の就業者数増加を背景とした保育需要の増加に対

応するため、政府・自治体から保育士の待遇改善や保育所整備の補助金積み増しなどの施策が打ち出されるなど対

策強化の機運が一段と高まっております。さらに、本年６月には2020年度末までに22万人分、さらに2022年度まで

に10万人分の受け皿を整備する新プランが政府から発表されるなど、子育て支援事業者の社会的役割はさらに重要

性を増しております。

 

 こうした状況下、当社グループは東京都や神奈川県、大阪府において、保育所及び学童クラブの開設を進め、当

第３四半期連結会計期間に以下のとおり保育所17施設、学童クラブ１施設を開設しております。

 この結果、当第３四半期末時点で認可保育所（東京都）56施設、認可保育所（神奈川県）19施設、認可保育所

（千葉県）３施設、認可保育所（大阪府）３施設、認証保育所・認定こども園等保育施設25施設、学童クラブ・児

童館12施設、の計118施設を営んでいます。

 

(保育所) 

 東京都 

       ろく北千住こども園 

       グローバルキッズ豊洲五丁目保育園 

       グローバルキッズ住吉園 

       グローバルキッズ西大島園 

       グローバルキッズ雑司が谷園 

       グローバルキッズ東池袋園 

       グローバルキッズ若葉園 

       グローバルキッズ神楽坂園 

       グローバルキッズ成増園 

       グローバルキッズ東新小岩園 

       グローバルキッズ若林園 

       グローバルキッズ西国分寺園 

       グローバルキッズ狛江園 

       グローバルキッズ三鷹園 

       グローバルキッズ六番町園 

 神奈川県 

       グローバルキッズ南万騎が原園 

 大阪府 

       グローバルキッズあびこ園 

(学童クラブ) 

 神奈川県 

       グローバルキッズ南万騎が原学童クラブ 

 

なお、新規開園資金のうち一部（内装工事等）に対して自治体から補助金が交付された場合、営業外収益の「補

助金収入」に計上されます。当社グループにおける保育所等の新規開設は４月に集中するため、第３四半期（４月

～６月）に補助金収入が多額に計上される傾向があります。当第３四半期連結会計期間においても、新規開設を進

めたため多額の補助金収入を計上しております。 

上記の結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高9,518百万円（前年同期比31.0％増）、営業利益304百万（前

年同期比35.8％増）円、経常利益1,326百万円（前年同期比31.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益713百

万円（前年同期比35.4％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して2,063百万円増加し13,977百万円となり

ました。 

 流動資産は、前連結会計年度末と比較して118百万円増加し2,706百万円となりました。これは、未収入金が131

百万円増加したことが主因です。

 固定資産は、前連結会計年度末と比較して1,945百万円増加し11,271百万円となりました。これは、保育所等の

新規開設に伴い建物及び構築物が1,619百万円増加したことや敷金及び保証金が153百万円増加したことが主因で

す。

 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末と比較して1,420百万円増加し8,091百万円となりま

した。

 流動負債は、前連結会計年度末と比較して261百万円増加し2,385百万円となりました。これは、未払金が124百

万円増加したことや賞与引当金が168百万円増加したことが要因です。

 固定負債は、前連結会計年度末と比較して1,158百万円増加し5,705百万円となりました。これは、長期借入金が

655百万円増加したことに加えて、退職一時金制度を導入したことに伴い退職給付に係る負債を100百万円計上した

ことが主因です。

 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して643百万円増加し5,886百万円となりまし

た。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が713百万円増加したことが主因です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年9月期通期の連結業績予想につきましては、本日（平成29年８月10日）公表いたしました「営業外収益

（補助金収入）・営業外費用（開設準備費用）及び特別損失（減損損失）の計上、並びに通期業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,474 1,334 

未収入金 670 802 

前払費用 253 343 

繰延税金資産 140 207 

その他 49 19 

流動資産合計 2,588 2,706 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,613 8,233 

建設仮勘定 200 127 

その他（純額） 338 402 

有形固定資産合計 7,152 8,763 

無形固定資産    

のれん 1 － 

その他 20 21 

無形固定資産合計 22 21 

投資その他の資産    

投資有価証券 20 20 

長期前払費用 577 669 

敷金及び保証金 1,137 1,290 

建設協力金 318 372 

繰延税金資産 － 2 

その他 97 130 

投資その他の資産合計 2,150 2,485 

固定資産合計 9,325 11,271 

資産合計 11,914 13,977 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 665 753 

1年内償還予定の社債 79 35 

未払金 664 789 

未払法人税等 143 47 

前受金 125 139 

賞与引当金 325 493 

その他 119 125 

流動負債合計 2,124 2,385 

固定負債    

社債 95 59 

長期借入金 2,863 3,518 

退職給付に係る負債 － 100 

繰延税金負債 1,520 1,914 

その他 68 113 

固定負債合計 4,547 5,705 

負債合計 6,671 8,091 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,250 1,254 

資本剰余金 1,938 1,942 

利益剰余金 2,054 2,768 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 5,242 5,964 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △0 △0 

退職給付に係る調整累計額 － △78 

その他の包括利益累計額合計 △0 △78 

純資産合計 5,242 5,886 

負債純資産合計 11,914 13,977 

 

- 5 -

株式会社グローバルグループ(6189) 平成29年9月期 第3四半期決算短信



（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成28年６月30日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年10月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 7,267 9,518 

売上原価 6,104 8,008 

売上総利益 1,162 1,510 

販売費及び一般管理費 938 1,205 

営業利益 224 304 

営業外収益    

受取利息 2 2 

補助金収入 2,116 1,493 

その他 3 3 

営業外収益合計 2,122 1,500 

営業外費用    

支払利息 50 24 

開設準備費用 372 453 

その他 0 1 

営業外費用合計 422 479 

経常利益 1,924 1,326 

特別損失    

減損損失 － 228 

特別損失合計 － 228 

税金等調整前四半期純利益 1,924 1,097 

法人税等 820 383 

四半期純利益 1,104 713 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,104 713 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △0 △0 

退職給付に係る調整額 － △78 

その他の包括利益合計 △0 △78 

四半期包括利益 1,104 635 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,104 635 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※ 減損損失

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しまし

た。 

用途 種類 場所
減損損失

（百万円）

施設

（3施設）

建物及び構築物

有形固定資産「その他」
千葉県鎌ヶ谷市 他 228 

 当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位に基づき、施設を基本単位として資産のグルーピ

ングを行っております。このうち、営業損益が悪化している施設について、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、減損損失（建物219百万円、有形固定資産「その他」９百万円）として特別損失に計上しております。

 なお、回収可能額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため零とし

ております。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

     当社グループは、「子育て支援事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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